
<研究の概要> 
  アフリカおよび東南アジア諸国には、夥しい数の国立公園
や野生動物保護区があり、これらは、いわゆるエコ・ツーリズ
ムーのメッカとなっている。その多くは、歴史的起源をイギリス
植民地時代に求めることができる。 
  １９世紀以降、イギリス人は植民地にスポーツ＝ハンティン
グの文化を持ち込んだ。その結果、野生動物の乱獲が進み、
世紀末にはその資源の枯渇が憂慮されることになる。そこで、
野生動物保護区、国立公園が続々と創設されていくのである。
こうして、植民地支配の下で、ヨーロッパのハンティング文化を
持続可能なものとする試みこそが、国立公園の歴史的起源と
なったのである。その歴史を批判的に検証することが研究の
焦点である。 
  この研究の意義は、まず、しばしば欧米諸国の植民地支配
「功罪論」の中で、肯定的に捉えられることの多い自然環境保
護の歴史を、文化衝突という観点から再評価することにある。
保護政策施行の過程で、現地住民の伝統的な狩りが「密猟」
とされていく。熱帯サバンナの過酷な環境下で生き抜くために
季節に応じて選択される生業の一つを否定され、かれらは否
応なく植民地プランテーション（農園）へと編入されていく。同時
に、先祖伝来の地が保護区に指定されることで、土地から追
われた者も多い。 
  さらに、現在の地球規模で行われている自然環境保護運動
の起源を明らかにすることも、この研究の意義の一つである。
たとえば、大英帝国を基盤に築き挙げられたハンターたちの
国境を越えた人的ネットワークが、現在の国際自然保護連合
や世界自然保護基金の起源となったこと、さらにそのことの持
つ意味は、従来の研究では充分に明らかにされ、評価されて
いないのである。 
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